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【入間市マスコットキャラクター〈いるティー〉からのアドバイス】 

     

【本年 16件目の特殊詐欺の手口とは？（入間市内にて９月中旬に発生）】 

～長男をかたり、電話をかけて現金をだまし取った事例～      

電  話  の  内  容 ( 複 数 回 )   現  金  の  交  付 

午前８時ごろ、長男をかたり、 

「会社の顧客情報を失くした。会

社をクビになるかも知れない。上

司と資金繰りをしている。」 

 

 

「どうしても 120万円が必要だ。

自分は行けないが、代わりに会社

の女性従業員が行くので、その人

に現金を渡して欲しい。」 

 

 

 同日午後１時ごろ、市民

方近くの路上で、20代後半

くらいの女性に、現金 120

万円を渡した。 

≪あなたがこの電話を受けた場合、詐欺の被害を防ぐためにはどうすればよいのでしょうか？≫ 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼  ▼ ▼ 

① 長男が日頃使用している携帯電話に、本当にお金の要求をしたかどうか確認の電話をする。 

② 他の親族に、長男からこの電話があったことを相談する。 

③ 詐欺と感じたら、現金を渡す前に、直ちに 110番してください。 

④ 今後は、留守番電話に設定してください。詐欺の犯人と話をしないことが一番大切です。 

【特殊詐欺発生状況（入間市内）】 

    年    別 件 数 被 害 額 前 年 対 比 

Ｒ2年 10月末日時点 21件 2,411万円 －20件 ： ＋11万円 

Ｒ元年 10月末日時点 41件 2,400万円 ＋24件 ：   －98万円 

※被害防止（狭山警察署管内）   89件      3,542万円       ＋48件 ：   －577万円 

【狭山警察署の詐欺被害防止対策】       【犯罪被害者支援】 

①主要駅での制服警察官による警戒活動の推進 

「振り込め詐欺にご注意」などののぼり旗をかか

げて、不審者への職務質問と市民への注起喚

起に努めている。 

11月 25日～12月 1日は犯罪被害者週間です。 

 

あなたやあなたの大切な人も含め、誰もが、ある

日突然犯罪に巻き込まれ、犯罪被害者となる可能性

があります。 

身近に犯罪の被害に遭われた方がいたら、まず

は自分から勇気を出して寄り添い、皆で支え合える

社会を作っていきましょう。 

※平成 30年 3月 30日に埼玉県犯罪被害者等支援

条例が制定されました。 
 

②総合的な犯罪情報の共有と検挙

活動の推進 

市民から振り込め詐欺等の通報 

があった場合、素早い立ち上がり

で、犯人に関する情報を総合的に

共有し、検挙活動を推進している。 

※新型コロナウイルス感染症に注意して、「Ｇo Ｔｏ トラベル」でリフレッシュしませんか？ 

交 通 防 犯 課 

電 話 0 4－ ２ ９ ６ ４ － １ １ １ １ 

狭     山     警     察    署 

電 話 0 4 － ２ ９ ５ ３ － ０ １ １ ０ 
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